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笠
置
保
育
所 

た
な
ば
た
会

　

7
月
7
日
（
水
）
「
た
な
ば
た
会
」
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

「
た
な
ば
た
会
を
は
じ
め
ま
す
！
」
と
５
歳
児
の
司
会
で

始
ま
り
、
七
夕
の
由
来
に
つ

い
て
紙
芝
居
を
見
た
り
歌
を

う
た
っ
た
り
し
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
は
短
冊
に
書
い
た

願
い
ご
と
を
み
ん
な
の
前
で

発
表
し
「
叶
い
ま
す
よ
う

に
」
と
願
い
を
こ
め
て
い
ま

し
た
。
保
育
士
に
よ
る
ク
イ

ズ
や
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
の
出
し

物
も
楽
し
み
ま
し
た
。

笠
置
町
参
与
の
就
任

　

み
な
さ
ん
、
は
じ
め
ま
し
て
。
6
月
14
日
付
け
で
中
町
長

よ
り
参
与
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
岩
木
雅
邦
と
申
し
ま
す
。

　

今
の
自
分
に
で
き
る
精
一
杯
の
こ
と
を
笠
置
町
の
た
め
に

尽
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

以
前
は
、
近
隣
の
加
茂
町
役
場
、
合
併
後
の
木
津
川
市
役

所
に
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

そ
の
何
年
間
で
得
た
知
識
、
経
験
が
少
し
で
も
笠
置
町
の

た
め
に
役
立
て
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

人
と
同
じ
よ
う
に
市
町
村
も
そ
れ
ぞ
れ
違
う
成
り
立
ち
を

持
ち
、
先
人
の
ご
苦
労
の
も
と
に
現
在
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

ご
苦
労
を
理
解
し
な
が
ら
、
日
々
努
力
を
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

美
し
い
自
然
と
環
境
の
笠
置
町
に
勤
務
で
き
る
こ
と
は
、

私
の
誇
り
で
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
笠
置
町
民
の
み
な
さ
ん
、
議
員
の
み
な
さ
ん
、

そ
し
て
近
隣
の
和
束
町
、
南
山
城
村
の
み
な
さ
ん
、
中
町
長

と
職
員
の
み
な
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

��

岩
木
雅
邦

和
束
小
学
校
6
年
生
Ｍ
Ｔ
Ｂ（
マ

ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
）体
験
授
業

　

6
月
30
日
（
水
）
、
和
束
小
学
校
6
年
生
児
童
28
名
が
総

合
的
な
学
習
の
時
間
の
一
環
と
し
て
「
M
T
B
体
験
」
を
行

い
ま
し
た
。
当
日
は
太
陽
が
照
る
中
で
、
M
T
B
の
専
門
家

で
あ
る
宮
城
氏
を
講
師
に
迎
え
、
M
T
B
の
乗
り
方
か
ら
レ

ク
チ
ャ
ー
が
始
ま
り
ま
し
た
。
「
ペ
ダ
ル
を
水
平
に
」
「
コ

ブ
を
超
え
る
と
き
は
ペ
ダ
ル
を
漕
が
な
い
よ
う
に
」
と
い
っ

た
M
T
B
特
有
の
動
き
に
、
苦
戦
し
な
が
ら
も
楽
し
そ
う
に

乗
っ
て
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、
「
楽
し
か
っ
た
」
「
ま
た
乗
り
た

い
」
と
い
っ
た
声
も
あ
が
り
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ

M
T
B
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

まち＊むらの 話題

笠
置
町

笠
置
町

和
束
町
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和
束
の
郷
が
オ
ー
プ
ン

　

7
月
21
日
（
水
）
、
和
束
の
郷
（
交
流
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

和
束
町
産
の
農
産
物
、
手
作
り
手
工
芸
品
、
加
工
品
等
、

こ
こ
で
し
か
入
手
で
き
な
い
商
品
を
多
く
取
り
揃
え
て
い
ま

す
。
奥
に
は
交
流
ス
ペ
ー
ス
も
あ
り
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等

に
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ま
た
、
農
産
物
や
特
産
品
を
出
品
い
た
だ
け
る
方
の
募
集

も
し
て
い
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
和
束
の
郷
ま
で
ご

連
絡
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

営
業
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

定
休
日　

毎
週
火
曜
日

連
絡
先　

☎
0
7
7
4
・
39
・
7
7
9
0

　
　
　
　

 

（
お
掛
け
間
違
い
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
）

水
道
施
設
を
見
学

　

6
月
24
日
（
木
）
、
南
山

城
小
学
校
の
4
年
生
13
人
が

中
央
簡
易
水
道
月
ヶ
瀬
浄
水

場
の
見
学
を
お
こ
な
い
ま
し

た
。

　

浄
水
場
の
仕
組
み
や
、
管

理
の
方
法
、
ま
た
、
水
が
ど

の
よ
う
に
し
て
作
ら
れ
て
い

る
か
な
ど
役
場
職
員
の
説
明

を
熱
心
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

 「
お
茶
の
京
都
」の

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
が
オ
ー
プ
ン

　

京
都
府
南
部
、
お
茶
の
京
都
エ
リ
ア
は
、
抹
茶
・
煎
茶
・

⽟
露
を
生
み
出
し
た
日
本
緑
茶
発
祥
の
地
。
こ
の
地
で
し
か

買
え
な
い
も
の
を
全
国
へ
お
届
け
し
よ
う
と
、
一
般
社
団
法

人
京
都
山
城
地
域
振
興
社
（
お
茶
の
京
都
D
M
O
）
で
は
、

「
お
茶
の
京
都
Ｄ
M
O
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
」
を
、
7
月

1
日
（
木
）
に
オ
ー
プ
ン
。
⾼
級
緑

茶
宇
治
茶
を
は
じ
め
、
お
⽶
や
お
菓

子
な
ど
、
お
茶
の
京
都
D
M
O
お
す

す
め
の
商
品
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
じ
て
お
買
い
求
め
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
記
念
と
し

て
、
8
月
31
日
（
火
）
ま
で
全
国
送

料
無
料
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中
で
す
。
ぜ

ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ
：http

s://d
m
o-shop

.
com

京
都
府
茶
品
評
会

（
煎
茶
の
部
）で
産
地
賞
受
賞

　

7
月
6
日
（
火
）
・
7
日
（
水
）
の
2
日
間
、
宇
治
茶
会

館
（
宇
治
市
）
に
お
い
て
、
第
39
回
京
都
府
茶
品
評
会
の
審

査
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
品
評
会
に
は
、
煎
茶
（
26
点
）
・
か
ぶ
せ
茶
（
34

点
）
・
⽟
露
（
66
点
）
・
て
ん
茶
（
1
4
6
点
）
が
出
品
さ

れ
、
「
お
茶
の
形
や
色
・
香
・
味
」
の
各
項
目
に
つ
い
て
審

査
が
お
こ
な
わ
れ
た
結
果
、
煎
茶
の
部
に
お
い
て
、
南
山
城

村
の
コ
ー
カ
共
同
製
茶
さ
ん
（
⾼
尾
）
が
見
事
、
1
等
1
席

の
栄
誉
に
輝
か
れ
ま
し
た
（
農
林
水
産
大
臣
賞
申
請
予
定
）
。

そ
の
ほ
か
、
2
等
・
3
等
に
も
南
山
城
村
の
お
茶
が
多
数
入

賞
し
、
京
都
府

知
事
優
勝
旗

（
産
地
賞
）
の

受
賞
（
28
回

目
）
が
確
実
と

な
り
ま
し
た
。

　

産
地
賞
の
奪

還
に
向
け
村
一

丸
で
取
組
ん
だ

結
果
が
表
れ
ま

し
た
。

　

品
評
会
に
参

加
い
た
だ
き
ま

し
た
生
産
者
さ

ん
と
摘
み
子
の

み
な
さ
ん
の
ご

努
力
と
ご
協
力

に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

和
束
町

南
山
城
村

南
山
城
村

まち＊むらの 話題

マスクを全員着用し、個々の摘む範囲を指定するなど感染症対策を講じながら取組
みました
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教育教育

相
楽
青
少
年
補
導
委
員

会
か
ら
感
謝
状
の
贈
呈

　

笠
置
町
や
相
楽
郡
全
体
の
青
少
年
補
導
委

員
会
の
委
員
を
務
め
て
お
ら
れ
る
浦
井
紀
代

美
さ
ん
、
谷
律
子
さ
ん
に
、
木
津
警
察
署
長

及
び
相
楽
青
少
年
補
導
委
員
会
会
長
か
ら
、

長
年
活
動
に
貢
献
し
た
方
に
贈
ら
れ
る
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
二
人
は
平
成
14
年
か
ら
委
員
に
就
任
さ

れ
、
町
の
夏
祭
り
や
野
外
活
動
、
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
、
少
年
の
主
張
大
会
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
度
は

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
改
選

　

6
月
22
日
（
火
）
、
任
期
満
了
に
伴
い
、
相
楽
東
部
広
域
連
合

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
改
選
が
お
こ
な
わ
れ
、
教
育
長
よ
り
委
嘱

状
を
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
は
、「
子
ど
も
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
」

や
「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
」、「
ス
キ
ー
教
室
」
な
ど
の
事
業

を
通
し
て
地
域
住
民
の
健
康
維
持
や
促
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

※
氏
名
（
選
出
町
村
）
、
〇
は
再
任
、
◎
は
新
任

〇
濱　
　

忠
志
（
笠
置
町
）　
　

〇
小
林　

慶
雅
（
笠
置
町
）

〇
阪
井　

政
夫
（
笠
置
町
）　
　

◎
野
依　

航
平
（
笠
置
町
）

◎
坂
口　

歩
志
（
笠
置
町
）　
　

〇
岩
﨑　

慎
也
（
和
束
町
）

〇
林　
　

嘉
人
（
和
束
町
）　
　

〇
林　

あ
ゆ
み
（
和
束
町
）

〇
山
下　

貴
志
（
和
束
町
）　
　

〇
森
脇　

健
次
（
和
束
町
）

〇
森
脇　

保
浩
（
和
束
町
）　
　

〇
久
保　

寿
己
（
和
束
町
）

〇
乾　
　

隆
志
（
南
山
城
村
）　

〇
岸
田　

啓
介
（
南
山
城
村
）

〇
木
村　
　

宣
（
南
山
城
村
）　

〇
豊
田　

素
大
（
南
山
城
村
）

〇
関
口　

翔
平
（
南
山
城
村
）　

〇
奥
田　

大
和
（
南
山
城
村
）

文
化
財
保
護
委
員
の
改
選

　

７
月
６
日
（
火
）
、
任
期
満
了
に
伴
い
、
相
楽
東
部
広
域
連
合

文
化
財
保
護
委
員
の
委
嘱
が
和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
で
お
こ

な
わ
れ
ま
し
た
。

　

文
化
財
保
護
委
員
会
で
は
、
文
化
財
の
保
存
及
び
活
用
を
図
り
、

住
民
の
郷
土
に
対
す
る
認
識
を
⾼
め
る
と
共
に
、
文
化
の
向
上
に

務
め
て
い
ま
す
。

※
氏
名
（
選
出
町
村
）
、
〇
は
再
任
、
◎
は
新
任

〇
辰
己　

照
夫
（
笠
置
町
）　
　

〇
谷
本　
　

薫
（
笠
置
町
）

〇
北
川　

正
博
（
笠
置
町
）　
　

◎
藤
田　

正
晴
（
笠
置
町
）　

◎
植
田　

克
巳
（
笠
置
町
）　
　

◎
川
南　

光
記
（
笠
置
町
）

〇
西
田　

貞
二
（
和
束
町
）　
　

〇
西
島　
　

剛
（
和
束
町
）　

◎
藤
木　

優
里
香
（
和
束
町
）　

〇
森
山　

髙
吉
（
南
山
城
村
）

〇
西
城　

邦
夫
（
南
山
城
村
）　

◎
中
南　
　

勝
（
南
山
城
村
）

◎
柳
田　

裕
文
（
南
山
城
村
）　

京
都
府
社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会
表
彰

　

6
月
25
日
（
金
）
、
京
都
府
社

会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会
総
会
に

て
、
相
楽
東
部
広
域
連
合
社
会
教

育
委
員
の
西
島
か
よ
子
さ
ん
が
、

京
都
府
社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議

会
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
西

島
さ
ん
は
、
和
束
町
社
会
教
育
委

員
を
経
て
、
平
成
21
年
4
月
か
ら

は
相
楽
東
部
広
域
連
合
の
社
会
教

育
委
員
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
、
子

ど
も
た
ち
の
文
化
教
養
の
向
上
に

寄
与
さ
れ
る
な
ど
、
社
会
教
育
の

推
進
に
尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
栄
え
あ
る
表
彰
、
誠
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

学
校
に
お
け
る
夏
季
休
業
期
間
中
の

業
務
休
止
日
の
お
知
ら
せ

　

教
育
委
員
会
で
は
、
教
職
員
等
の
健
康
を
保
持
・
増
進
し
、
心
身
の
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
を
図
る
と
と
も
に
、
総
実
働
時
間
の
短
縮
並
び
に
計
画
的
な
休
暇

の
取
得
を
促
進
す
る
た
め
、
管
内
小
・
中
学
校
に
お
け
る
夏
季
休
業
期
間
中

の
業
務
休
止
日
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
ご
承
知
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

■
業
務
休
止
日

　
　

８
月
10
日（
火
）・
11
日（
水
）・
12
日（
木
）

　
　
　
　

13
日（
金
）・
16
日（
月
）

　

■
緊
急
連
絡
先

　
　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

左　浦井紀代美さん　　右　谷律子さん
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保健・福祉

 京都府視覚相談会の御案内（３町村）

　最近見えにくくなって、読み書きが不便になったり、階段につまずいたり、足元が不安だったりしませんか？目
が見えにくい方や見えない方、そしてご家族のための相談会をおこないますので、お誘い合わせのうえご来場くだ
さい。
※ コロナウイルス感染予防対策として人数の調整をおこないますので、参加を希望される方は下記連絡先にてご予

約をお願いいたします。

開催日時　８月23日（月）
　　　　午前10時30分～午後３時30分

内　容　●個別相談（一般・こども）
　　　　　・ 視力低下に伴った、日常生活、生活設計、家族関係、社会参加での不安、不便さの軽減についてのア

ドバイス（簡単な日常生活動作、情報提供等）　　　　
　　　　　・視覚の発達や子育ての悩み
　　　　　・ホームヘルパー、ガイドヘルパーの派遣や施設の利用　など 
　　　　●ロービジョン相談
　　　　　・福祉機器の活用やアドバイス　など
　　　　●補装具、日常生活用具、便利グッズの展示
　　　　　・ 白杖、遮光眼鏡、単眼鏡、拡大読書器、

音声時計などの展示等
　　　　●その他各コーナー
　　　　　・盲導犬、日常生活訓練、歩行訓練　など
相談員　・社会福祉法人京都ライトハウス職員
　　　　・社会福祉法人京都視覚障害者支援センター職員
　　　　・京都府家庭支援総合センター職員  

場　所　木津川市役所　４階　会議室４―３
　　　　（京都府木津川市木津南垣外110番地９）

連絡先　 参加を希望される場合は８月10日（火）まで
にお住いの役場担当課まで電話等でご予約をお
願いします｡

　　　　笠置町保健福祉課　☎0743・95・2302
　　　　　　　　　　　　　FAX0743・95・3021
　　　　和束町福祉課　　　☎0774・78・3006（直通）
　　　　　　　　　　　　　FAX0774・78・2799
　　　　南山城村税住民福祉課　☎0743・93・0103（直通）
　　　　　　　　　　　　　FAX0743・93・0444

令和３年度 母子家庭人間ドック受診者募集（３町村）
　母子家庭の母親の健康管理の一助として、京都第一赤十字病院及び日本赤十字社京都府支部の御厚意により、半
日の人間ドック（健診）を実施します。下記の要領で受診希望者を募集します。

実施期間　令和４年１月～３月
実施場所　京都第一赤十字病院健診センター
対象者　 ① 現に児童扶養手当を受給している母子家庭

の母親（令和３年４月１日時点での受給
者）

　　　　② 京都府内（京都市除く。）に居住する満30
歳以上65歳未満の者（令和３年４月１日
時点）

　　　　③ 過去に母子家庭人間ドックを受診した者に
あっては、昨年度に受診していない者

申込方法　 　受診申込書に必要事項を記入の上、84円
切手を貼った返信用封筒を添えて、山城南保
健所または役場の母子家庭等担当課へ提出。

募集定員　 　80人（定員を超える場合は、受診できな
い場合があります。）

　　　　 　受診の可否については、山城南保健所から、
後日お知らせします。

申込締切　８月31日（火）必着

検査項目　 尿検査、便検査、血液検査、胸部レントゲン、
胃透視（バリウム検査）、心電図検査、内
科・子宮頸がん検査

　　　　※ 乳がんに係るマンモグラフィー検査等は、
受診者の負担になります。

費　用　 　検査に要する経費は無料ですが、精密検査
（再検査）及び交通費は、本人負担となりま
す。

その他　 　特段の事情なく当日キャンセルされた場合
は、来年度以降、本人間ドックの申し込みが
できなくなります。

問合せ　笠置町保健福祉課
　　　　　☎0743・95・2302
　　　　和束町福祉課
　　　　　☎0774・78・3006（直通）
　　　　南山城村税住民福祉課
　　　　　☎0743・93・0103（直通）
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安心・安全

木
津
警
察
署
か
ら
の
お
し
ら
せ

山
で
遭
難
し
な
い
た
め
に
～
遭
難
を
防
ぐ
3
つ
の
方
法

　
・
登
山
計
画
書
を
つ
く
る

　
　

必
要
な
準
備
が
分
か
り
、
遭
難
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
・
登
山
道
か
ら
外
れ
な
い

　
　

 　

登
山
道
か
ら
外
れ
た
こ
と
に
よ
る
遭
難
が
非
常
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
地
図
･

コ
ン
パ
ス
･
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
G
P
S
機
能
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
・
体
の
調
子
が
悪
い
時
は
山
登
り
を
控
え
る

　
　

 　

登
山
中
に
急
に
体
調
が
悪
く
な
り
、
自
力
で
下
山
で
き
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
天
気
が
悪
い
時
の
登
山
も
控
え
ま
し
ょ
う
。

　
　防

災
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う

　

 　

8
月
30
日
〜
9
月
5
日
ま
で
の
1
週
間
は
、
「
防
災
週
間
」
で
す
。
「
自
分
は
大
丈

夫
」
と
過
信
せ
ず
、
今
一
度
災
害
に
対
す
る
心
構
え
を
新
た
に
し
、
万
が
一
に
備
え
ま

し
ょ
う
。

　
　

・ 

災
害
の
リ
ス
ク
を
正
し
く
認
識
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
　

・
非
常
時
の
連
絡
先
や
集
合
場
所
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
　

・
非
常
時
の
た
め
に
食
料
や
物
資
を
備
蓄
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
　

・
持
ち
出
し
品
を
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
に

　

 　

夏
休
み
が
始
ま
り
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
外
出
す
る
機
会
や
自
転
車
で
お
出
か
け
す

る
機
会
が
増
え
ま
す
。

　
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
に

　
　

・ 

道
路
に
白
色
や
オ
レ
ン
ジ
色
で
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
場
所
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

・ 

日
没
が
遅
く
な
り
ま
す
の
で
、
暗
く
な
ら
な
い
う
ち
に
帰
り
ま
し
ょ
う
。
ド
ラ
イ

バ
ー
の
方
は
子
ど
も
た
ち
の
姿
や
自
転
車
を
見
か
け
た
ら
、
要
注
意
の
サ
イ
ン
で

す
。

　
　

思
い
や
り
を
持
っ
て
、
安
全
運
転
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

木
津
警
察
署　

☎
0
7
7
4
・
72
・
0
1
1
0

自
衛
官
募
集
相
談
員
委
嘱
式

　

7
月
12
日
（
月
）
、
笠
置
町
、
和
束
町
、

南
山
城
村
に
お
い
て
自
衛
官
募
集
相
談
員
委

嘱
式
が
お
こ
な
わ
れ
、
自
衛
隊
京
都
地
方
協

力
本
部
長
と
各
町
村
長
の
連
名
に
よ
る
委
嘱

状
が
左
記
の
み
な
さ
ん
に
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

委
嘱
期
間
は
2
年
間
で
、
自
衛
官
志
願
者
に

対
し
て
情
報
提
供
や
地
域
で
の
広
報
活
動
に

協
力
し
ま
す
。

笠
置
町　
　

佐
野
巧
樹
さ
ん

和
束
町　
　

杉
本
治
さ
ん

　
　
　
　
　

木
崎
茂
さ
ん

南
山
城
村　

北
久
保
和
夫
さ
ん

和束町自衛官募集相談員委嘱式（左 木崎さん　右 杉本さん）

南山城村自衛官募集相談員委嘱式（中央）北久保さん 笠置町自衛官募集相談員委嘱式（中央）佐野さん
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人
権
啓
発
パ
ネ
ル
展

　

京
都
府
で
は
、
毎
年
8
月
を
「
人
権
強
調

月
間
」
と
定
め
、
期
間
中
は
府
下
一
斉
に
差

別
や
人
権
問
題
に
対
す
る
各
種
啓
発
活
動
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

和
束
町
で
も
、
人
権
強
調
月
間
は
和
束
町

役
場
１
階
ロ
ビ
ー
で
8
月
2
日
〜
31
日
ま
で

「
差
別
の
な
い
社
会
の
実
現
に
向
け
て
」
を

テ
ー
マ
に
人
権
啓
発
パ
ネ
ル
展
を
お
こ
な
い

ま
す
。

　

身
の
回
り
の
ふ
と
し
た
出
来
事
で
、
「
あ
、

こ
れ
も
人
権
だ
っ
た
の
か
」
と
気
づ
く
き
っ

か
け
と
な
る
場
面
が
イ
ラ
ス
ト
で
ま
と
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

行 政 Adm i n i s t r a t i on

人
事
異
動

令
和
3
年
7
月
１
日
付（　
　

）内
は
旧
役
職
名

※
係
長
以
上
の
異
動
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

笠
置
町

��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

【
異
　
動
】

前
田　

早
知
子

参
事
兼
総
務
財
政
課
長
事
務
取
扱
兼
商
工
観
光
課
長

事
務
取
扱（
参
事
兼
総
務
財
政
課
長
事
務
取
扱
）

森
本　

貴
代

総
務
財
政
課
担
当
課
長
兼
会
計
管
理
者（
総
務
財
政

課
課
長
補
佐
兼
会
計
管
理
者
心
得
）

和
束
町

��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

【
異
　
動
】

草
水　

清
美

地
域
力
推
進
課
長
兼
企
画
係
長
事
務
取
扱
（
地
域
力

推
進
課
長
兼
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
準
備

室
長
）

竹
谷　

秀
俊

総
合
施
設
整
備
課
長
（
相
楽
東
部
広
域
連
合
派
遣
）

馬
場　

正
実

建
設
事
業
課
長
兼
上
下
水
道
係
長
事
務
取
扱
（
建
設

事
業
課
長
兼
庶
務
係
長
事
務
取
扱
）

北　

広
光

福
祉
課
長
兼
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
事
務
取
扱
兼

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
管
理
者
事
務
取
扱
兼
介
護

保
険
係
長
事
務
取
扱
（
福
祉
課
長
兼
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
所
長
事
務
取
扱
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
管

理
者
事
務
取
扱
）

吉
田　

敏
江

税
住
民
課
長
（
税
住
民
課
長
兼
税
務
係
長
事
務
取
扱
）

中
尾　

政
弘

人
権
啓
発
課
長
兼
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
所
長
事

務
取
扱
兼
啓
発
調
整
係
長
事
務
取
扱
（
総
務
課
長
補

佐
兼
地
域
情
報
係
長
事
務
取
扱
兼
行
政
係
長
事
務
取

扱
）

馬
場　

か
よ
子

福
祉
課
主
幹
兼
福
祉
係
長
事
務
取
扱
（
福
祉
課
主
幹

兼
福
祉
係
長
事
務
取
扱
兼
健
康
係
長
事
務
取
扱
）

北　

卓
也

地
域
力
推
進
課
主
幹
兼
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー

ム
ズ
準
備
室
長
兼
観
光
係
長
事
務
取
扱
（
地
域
力
推

進
課
長
補
佐
兼
観
光
係
長
事
務
取
扱
）

中
野　

克
子

和
束
保
育
園
長
補
佐
（
相
楽
東
部
広
域
連
合
派
遣
）

西　

奈
津
子

和
束
保
育
園
長
補
佐
（
和
束
保
育
園
主
任
保
育
士
）

大
西　

春
美

和
束
保
育
園
長
補
佐
（
和
束
保
育
園
主
任
保
育
士
）

小
川　

恭
仁
子

総
務
課
長
補
佐
兼
庶
務
係
長
事
務
取
扱
（
総
務
課
庶

務
係
長
）

但
馬　

宗
博

総
合
施
設
整
備
課
長
補
佐
兼
整
備
係
長
事
務
取
扱（
建

設
事
業
課
長
補
佐
兼
上
下
水
道
係
長
事
務
取
扱
）

井
上　

博
丞

建
設
事
業
課
長
補
佐
兼
庶
務
係
長
事
務
取
扱
兼
建
設

係
長
事
務
取
扱
（
建
設
事
業
課
長
補
佐
兼
建
設
係
長

事
務
取
扱
）

今
西　

靖

税
住
民
課
長
補
佐
兼
税
務
係
長
事
務
取
扱
（
税
住
民

課
住
民
戸
籍
係
長
兼
保
険
年
金
係
長
）

松
井　

幸
則

総
務
課
長
補
佐
兼
地
域
情
報
係
長
事
務
取
扱
兼
行
政

係
長
事
務
取
扱
（
福
祉
課
介
護
保
険
係
長
）

飯
田　

恵
子

和
束
保
育
園
主
任
保
育
士
兼
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

勤
務
（
和
束
保
育
園
保
育
士
兼
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
勤
務
）

長
谷
川　

真
理

税
住
民
課
住
民
戸
籍
係
長
兼
保
険
年
金
係
長
（
税
住

民
課
主
任
）

田
島　

美
幸

福
祉
課
健
康
係
長
（
福
祉
課
保
健
師
）

【
派
　
遣
】

原
田　

敏
明

相
楽
東
部
広
域
連
合
派
遣
（
人
権
啓
発
課
長
兼
人
権

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
所
長
事
務
取
扱
兼
啓
発
調
整
係

長
事
務
取
扱
）

飯
田　

克
也

相
楽
東
部
広
域
連
合
派
遣
（
和
束
保
育
園
調
理
師
）

岡
田　

宜
也

相
楽
東
部
広
域
連
合
派
遣
（
農
村
振
興
課
主
事
）

相
楽
東
部
広
域
連
合

���
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

【
教
育
委
員
会
事
務
局
職
員
の
異
動
】

竹
谷　

正
則

教
育
次
長
（
学
校
教
育
課
長
）

原
田　

敏
明

学
校
教
育
課
長
（
人
権
啓
発
課
長
兼
人
権
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
所
長
事
務
取
扱
兼
啓
発
調
整
係
長
事
務
取

扱
）

城
野　

成
子

学
校
教
育
課
長
代
理
（
学
校
教
育
課
長
補
佐
）

竹
谷　

秀
俊

和
束
町
総
合
施
設
整
備
課
長
（
教
育
次
長
）

中
野　

克
子

和
束
保
育
園
長
補
佐
（
和
束
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

主
任
調
理
師
）
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行 政 Adm i n i s t r a t i on

７月から和束町の組織が変わりました
和束町総合保健福祉施設の整備に向けて具体的に推進していくため、総合施設整備課を設置しました。
直通電話は、0774-34-0375です。局番が『78』ではありませんので、かけ間違いにご注意ください。

庶
務
係

地
域
情
報
係

総
務
課

財
政
係

行
政
係和

束
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

地
域
力
推
進
課

企
画
係

観
光
係

ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
準
備
室

人
権
啓
発
課

啓
発
調
整
係

人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

い
き
い
き
こ
ど
も
館

税
務
係

税
住
民
課

住
民
戸
籍
係

保
険
年
金
係

福
祉
係

町　

長

副
町
長

福
祉
課

健
康
係

介
護
保
険
係

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

和
束
保
育
園

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

国
民
健
康
保
険
診
療
所

居
宅
介
護
支
援
事
業
所

総
合
施
設
整
備
課

整
備
係

会
計
管
理
者

会
計
係

会
計
課

茶
業
係

農
村
振
興
課

振
興
係

環
境
係

庶
務
係

建
設
事
業
課

建
設
係

上
下
水
道
係

湯
船
財
産
区

事
務
局

議　
　
　

会

議
会
事
務
局

和束町組織図　(７月１日現在）

令和３年度 和束町職員募集案内
１．職種・受験資格及び採用予定人数

職　　　種 受験資格 採用予定人数年齢要件 資格要件
一般事務職 平成３年４月２日以降に生まれた人 高等学校卒業以上の学歴若しくは、同等の学力を有する人 若干名
保育士 平成３年４月２日以降に生まれた人 保育士の資格を有する人、又は取得できる見込のある人 若干名
土木技術職 昭和61年４月２日以降に生まれた人 高等学校卒業以上の学歴若しくは、同等の学力を有する人 若干名

＜注＞地方公務員法第16条（欠格条項）に該当する人は、受験できません。
２．試験実施日及び内容
試　験 試験日 試験内容
第１次試験 ９月19日（日） 教養試験、適性検査、専門試験　※専門試験は保育士、土木技術職のみ
第２次試験 第１次試験合格者に通知します。≪一般事務職≫記述試験・グループ討議　≪保　育　士≫実技試験・面接

≪土木技術職≫記述試験・グループ討議
第３次試験 第２次試験合格者に通知します。個人面接

３．応募受付期間
　　 ８月２日（月）～25日（水）（但し、閉庁日は除く）
　　午前８時30分～午後５時15分
　　 郵送の場合は封筒の表に「採用試験受験書類在中」

と朱書きし、必ず簡易書留で送付して下さい。
　　（８月25日（水）必着）
４．提出書類
　　◦ 和束町職員採用試験申込書（和束町役場総務課に

あります）
　　◦ 和束町職員採用試験エントリーシート（和束町役

場総務課にあります）
　　　　ホームページでもダウンロードができます。
　　　　http://www.town.wazuka.lｇ.jp/
　　◦ 履歴書（市販のものに、最近６か月以内に撮影し

た写真を貼付）
　　◦ 免許等　保育士に応募される人は、保育士証の写

し又は資格取得見込証明書

　　◦ 受験票返信用封筒
　　 （ 長３サイズ 120mm×235mmの封筒に返信宛名

を明記し、404円分（簡易書留）の切手を貼付）
　　◦ その他　第３次試験合格者については後日最終学

校卒業証明書又は卒業見込証明書を提出していた
だきます。

５．採用予定日
　　≪一般事務職・保育士≫令和４年４月１日
　　≪土木技術職≫令和４年１月１日
６．給与
　　 和束町職員の給与に関する条例の規定に基づき支給

されます。
７．受付場所・応募についての問合せ先　　　
　　〒619-1295
　　京都府相楽郡和束町大字釜塚小字生水14番地の2
　　和束町役場総務課
　　　☎0774・78・3001（代表）
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講
座

 『
邦
庵
流
石
の
は
ん
こ
塾
』

開
催
日
時　

8
月
28
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

　
　
　
　

※ 

8
名
以
上
の
場
合
は
2
回
講
座
と

な
り
ま
す
。

　
　
　
　

2
回
目
（
予
定
）

　
　
　
　
　

午
後
3
時
〜
4
時
30
分

場　

所　

 

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー 
会
議

室

講　

師　

 

特
殊
篆
刻
家　

邦
庵
さ
ん

　
　
　
　

（
二
級
印
章
彫
刻
師
）

参
加
費　

１
１
０
０
円（
材
料
費
+
講
習
料
）

　
　
　
　

※
当
日
徴
収
し
ま
す
。

参
加
対
象　

 

３
町
村
在
住
、
在
勤
の
18
歳
以
上
の

方
（
⾼
校
生
除
く
）

定　

員　

先
着
15
人

申
込
期
間　

8
月
5
日
（
木
）
〜
17
日
（
火
）

問
合
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

 『
お
裁
縫
体
験
教
室
』

実
施
日　

9
月
15
日
（
水
）

時　

間　

午
後
１
時
〜
４
時

場　

所　

南
山
城
村
文
化
会
館

講　

師　

畑　

紀
子
さ
ん

作　

品　

 

帆
布
の
シ
ン
プ
ル
な
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ

ク

参
加
対
象　

 

３
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上
の

方
（
⾼
校
生
除
く
）

定　

員　

先
着
６
人

参
加
費
用　

 

２
０
０
０
円
程
度
（
材
料
費
＋
講
習

料
）
※
当
日
徴
収
し
ま
す
。

持
ち
物　

 

裁
縫
道
具
一
式
、
筆
記
用
具
、
ミ
シ

ン
（
2
台
貸
し
出
し
可
能
）

　
　
　
　

※ 

帆
布
の
布
及
び
糸
は
こ
ち
ら
で
用

意
し
ま
す
。

　
　
　
　

※ 

ミ
シ
ン
持
参
の
方
は
、
ボ
ビ
ン
を

お
忘
れ
な
く
。

申
込
期
間　

8
月
18
日
（
水
）
〜
27
日
（
金
）

問
合
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

 『
陶
芸
教
室
』

実
施
日　

9
月
1
日
（
水
）

時　

間　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場　

所　

 

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー 

ホ
ー

ル

講　

師　

橋
本
六
臂
さ
ん
（
陶
芸
家
）

参
加
対
象　

 

３
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上
の

方
（
⾼
校
生
除
く
）

定　

員　

先
着
10
人

参
加
費
用　

 

７
０
０
円
程
度
（
焼
成
費
込
み
）

　
　
　
　

※
当
日
徴
収
し
ま
す
。

持
ち
物　

 

エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
等
（
汚
れ
て
も

よ
い
服
装
）

申
込
期
間　

8
月
10
日
（
火
）
〜
20
日
（
金
）

問
合
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

 『
大
人
の
英
会
話
教
室
』

●
和
束
教
室

　

８
月
の
大
人
の
英
会
話
教
室
（
和
束
町
教

室
）
は
、
都
合
に
よ
り
休
室
し
ま
す
。
な
お
、

再
開
す
る
場
合
は
、
町
村
防
災
行
政
無
線
に
て

お
し
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

 『
親
と
子
の
茶
道
教
室
～
ゆ
か
た
茶
会
～
』

実
施
日　

8
月
7
日
（
土
）

時　

間　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

場　

所　

 

南
山
城
村
文
化
会
館
（
や
ま
な
み
ホ

ー
ル
）
和
室

講　

師　

菅
瀬
操
仙
さ
ん

対
象
者　

 

南
山
城
村
と
笠
置
町
に
在
住
の
小
学

生
と
そ
の
保
護
者
（
和
束
町
の
方
も

ご
相
談
く
だ
さ
い
）

　
　
　
　

※ 

受
講
を
ご
希
望
の
方
は
お
気
軽
に

左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
93
・
0
5
8
0

『
健
康
体
操
教
室
』

実
施
日　

8
月
19
日
（
木
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場　

所　

つ
む
ぎ
て
ら
す 

ホ
ー
ル

講　

師　

西
垣
喜
美
代
さ
ん

問
合
せ　

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
７
２
６

※�

マ
ス
ク
着
用
の
う
え
、
検
温
を
済
ま
せ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

※�

以
上
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
今
後
の

状
況
に
応
じ
て
、
変
更
、
ま
た
は
中
止
さ
せ

て
い
た
だ
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
お
電
話

に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

催
し

古
写
真
収
集
の
お
願
い

　

和
束
町
史
編
さ
ん
室
で
は
、
和
束
町
で
撮
影

し
た
古
い
写
真
に
残
る
当
時
の
人
び
と
の
暮
ら

し
ぶ
り
や
街
の
様
子
な
ど
が
わ
か
る
写
真
集
を

令
和
４
年
度
に
発
刊
す
る
予
定
で
す
。
そ
の
た

め
の
資
料
と
な
る
昔
の
な
つ
か
し
の
古
写
真
を

収
集
い
た
し
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
の
連
絡
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

収
集
期
間　

8
月
2
日
（
月
）
〜
31
日
（
火
）

　
　
　
　

※  

土
日
を
除
く
午
前
9
時
〜
午
後
5

時
ま
で

写
真
の
例　

 

街
の
様
子
（
街
並
み
、
商
店
、
交
通
、

建
物
、
道
路
な
ど
） 

人
々
の
暮
ら

し
（
当
時
使
っ
て
い
た
道
具
や
機

械
・
服
装
な
ど
が
わ
か
る
写
真
、
農

作
業
な
ど
働
く
様
子
、
日
常
生
活
の

様
子
、
結
婚
式
、
子
ど
も
た
ち
の
姿

な
ど
）
ふ
る
さ
と
の
風
景
（
和
束
の

昔
の
景
色
）
、
行
事
（
運
動
会
、
消

in
fo

rm
ation

おしらせ
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防
訓
練
、
地
域
の
ま
つ
り
な
ど
）

利
用
方
法　

 

写
真
集
だ
け
で
な
く
、
町
史
た
よ
り

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
開
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

持
参
場
所　

 
和
束
町
史
編
さ
ん
室
（
和
束
町
体
験

交
流
セ
ン
タ
ー
2
階
）

　
　
　
　

※ 

無
理
な
場
合
は
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
74
・
8
9
5
2

　
　
　
　

 

町
史
編
さ
ん
室
に
つ
な
が
ら
な
い
時

は
教
育
委
員
会
へ

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

写
真
作
成
協
力
者
の
募
集

　

 　

和
束
町
史
編
さ
ん
室
で
は
、
町
内
で
撮
影

し
た
古
い
写
真
を
収
集
し
て
、
当
時
の
人
び

と
の
暮
ら
し
ぶ
り
や
街
の
様
子
な
ど
が
わ
か

る
写
真
集
を
令
和
4
年
度
に
発
刊
す
る
予
定

で
す
。
こ
の
写
真
集
は
町
民
の
み
な
さ
ま
と

一
緒
に
作
成
し
ま
す
。
写
真
を
選
ん
だ
り
編

集
を
考
え
た
り
す
る
こ
と
が
主
な
活
動
で
す
。

専
門
的
な
知
識
は
一
切
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

昔
の
人
び
と
の
暮
ら
し
ぶ
り
や
街
の
様
子
な

ど
に
興
味
が
あ
り
写
真
集
の
編
集
に
協
力
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
歓

迎
し
ま
す
。
是
非
ご
参
加
願
い
ま
す
。

応
募
期
間　

8
月
2
日
（
月
）
〜
31
日
（
火
）

　
　
　
　

※ 

土
日
を
除
く
午
前
9
時
〜
午
後
5

時
ま
で

申
込
み　

 

和
束
町
史
編
さ
ん
室
（
和
束
体
験
交

流
セ
ン
タ
ー
２
階
）
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
74
・
8
9
5
2

　
　
　
　

 

町
史
編
さ
ん
室
に
つ
な
が
ら
な
い
時

は
教
育
委
員
会
へ

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

聞
こ
え
に
く
さ
を
感
じ
て
い
る
方
の
た
め

の
交
流
会

 『
み
な
み
か
ぜ
ひ
ろ
ば
』

日　

時　

８
月
18
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
３
時

場　

所　

 

京
都
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

（
城
陽
市
）

対　

象　

聞
こ
え
に
不
便
を
感
じ
て
い
る
人

費　

用　

無
料

申
込
み　

 

電
話
・
F
A
X
・
郵
送
・
来
所
・
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
お
問
合
せ
フ
ォ
ー
ム

の
い
ず
れ
か
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。
①
住
所
②
氏
名
③
連
絡
先
を
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
フ
ォ
ー
ム

　

 h
ttp

://w
w

w
.k

y
o

to
-c

h
o

g
e

n
.

or.jp
/ c

o
m

m
u

n
ityp

la
za

/in
d

e
x

.
php#

m
ailform

申
込
締
切　

８
月
10
日
（
火
）

問
合
せ　

〒
6
1
0
―

0
1
2
1

　
　
　
　

京
都
府
城
陽
市
寺
田
林
ノ
口
11
番
64

　
　
　
　

 

京
都
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー
内 

山
城
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

担
当 

池
原
・
廣
瀬　

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
30
・
９
０
０
０

　
　
　
　
　

FAX
０
７
７
４
・
55
・
７
７
０
８

 『
南
山
城
小
学
校
プ
ー
ル
一
般
開
放
』

開
放
期
間　

8
月
7
日
（
土
）
〜
12
日
（
木
）

開
放
時
間　

午
後
１
時
〜
４
時

場　

所　

南
山
城
村
小
学
校　

プ
ー
ル

　
プ
ー
ル
利
用
に
係
る
注
意
事
項

　

• 

監
視
員
は
配
置
し
ま
す
が
、
小
学
生
児
童

や
幼
児
の
お
子
様
に
つ
き
ま
し
て
は
、
必

ず
保
護
者
の
方
も
監
視
を
し
て
頂
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

• 

体
調
の
悪
い
方
は
利
用
を
控
え
る
な
ど
、

自
己
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

• 

必
ず
サ
ン
ダ
ル
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

• 

プ
ー
ル
施
設
内
で
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
指
示

に
従
い
、
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

• 

来
場
者
が
多
い
時
間
帯
に
は
交
代
制
と
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

　

• 

荒
天
時
の
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に

よ
る
緊
急
事
態
宣
言
等
の
発
令
に
よ
り
中

止
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
併
せ
て
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
93
・
0
5
8
0

募
集

 

普
通
救
命
講
習
会
受
講
者
募
集

日　

時　

8
月
15
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
9
時
〜
正
午
ま
で

場　

所　

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部
３
階

内　

容　

�

心
肺
蘇
生
法
、
異
物
除
去
法
、
止
血

法
及
び
自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ

Ｅ
Ｄ
）
の
使
用
方
法
な
ど
（
人
工
呼

吸
は
説
明
の
み
）

対
象
者　

 

木
津
川
市
、
笠
置
町
、
和
束
町
及
び

南
山
城
村
に
在
住
･
在
学
ま
た
は
勤

務
者
（
中
学
生
以
上
の
方
と
し
ま

す
。
）

募
集
人
員　

 

6
人
（
先
着
順
、
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
。
）

受
講
料　

無
料

申
込
期
間　

8
月
5
日
（
木
）
〜
11
日
（
水
）

　
　
　
　
　

 

午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時
ま

で
（
土
・
日
曜
、
祝
日
は
除
く
）

そ
の
他　

・ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
防
止
の
た
め
、
定
員
を
縮
小

し
受
講
者
同
士
の
間
隔
を
広
く
設

け
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

・ 

受
講
者
は
マ
ス
ク
を
持
参
、
着
用

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　

・ 

当
日
、
検
温
等
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を

実
施
し
ま
す
が
、
感
冒
等
の
症
状
が

あ
る
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

・ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

informatio
nおしらせ
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お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ　

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部

　
　
　
　

警
防
課
救
急
係

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
75
・
1
3
8
2

 『
第
49
回
木
津
川
を
美
し
く
す
る

作
品
展
』作
品
募
集

募
集
種
目
・
規
格

　

①
標
語
の
部　

 

河
川
美
化
を
主
題
と
し
た
も

の 

　

②
短
歌
の
部　

木
津
川
を
主
題
と
し
た
も
の

　

③ 

俳
句
の
部　

木
津
川
を
主
題
と
し
た
も
の　

　

④
詩
の
部　
　

 

木
津
川
を
主
題
と
し
た
も
の

（
8
0
0
字
以
内
）

　

⑤
作
文
の
部
　 

木
津
川
及
び
河
川
美
化
を
主

題
と
し
た
も
の
（
小
中
学
生

に
限
る
。
1
6
0
0
字
以

内
）

　

⑥
ポ
ス
タ
ー
の
部
　 

河
川
美
化
を
主
題
と
し
た
も

の
（
小
中
学
生
に
限
る
。
サ

イ
ズ
･
画
用
紙
四
つ
切
）

　

⑦
書
道
の
部
　 

木
津
川
を
美
し
く
す
る
、
自

然
を
愛
す
る
気
持
ち
か
ら
想

起
さ
れ
る
こ
と
を
主
題
と
し

た
も
の
。
（
小
中
学
生
に
限

り
ま
す
。
作
品
に
学
年
及
び

氏
名
を
記
載
し
、
用
紙
サ
イ

ズ
は
書
き
初
め
用
八
つ
切
・

縦
68
㎝
×
横
18
㎝
程
度
と
す

る
こ
と
。
通
常
半
紙
の
作
品

は
不
可
。
書
体
は
小
学
生
が

楷
書
、
中
学
生
が
楷
書
ま
た

は
行
書
と
し
ま
す
。
）

受
付
期
限　

8
月
23
日
（
月
）
（
厳
守
）

　
　
　
　

 　

た
だ
し
、
相
楽
郡
内
小
中
学
校
を

通
じ
て
応
募
す
る
児
童
生
徒
の
場
合

に
お
い
て
、
各
小
中
学
校
か
ら
各
町

村
支
部
事
務
局
へ
の
受
付
期
限
を
9

月
1
日
（
水
）
と
し
ま
す
。

提
出
先　

 　

木
津
川
を
美
し
く
す
る
会
各
市
町

村
支
部
事
務
局
た
だ
し
、
相
楽
郡
内

小
中
学
校
の
児
童
生
徒
に
つ
い
て
は

各
学
校
。
ま
た
、
右
記
以
外
の
応
募

者
に
つ
い
て
は
本
部
事
務
局
。

応
募
方
法　

 　

必
ず
各
市
町
村
支
部
事
務
局
に
備

え
て
い
る
応
募
票
に
必
要
事
項
を
明

記
す
る
こ
と
。

応
募
資
格　

 　

原
則
と
し
て
相
楽
郡
内
在
住
ま
た

は
勤
務
す
る
も
の
と
し
ま
す
が
、
そ

れ
以
外
の
応
募
に
つ
い
て
も
受
け
付

け
ま
す
。
た
だ
し
、
作
品
展
の
審
査

員
及
び
本
会
関
係
役
職
員
を
除
き
ま

す
。

作
品
の
返
還

　

�　
　
　

�　

応
募
作
品
は
原
則
と
し
て
返
還
し

ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
ポ
ス
タ
ー
・
書

道
の
み
事
前
申
出
者
に
は
返
却
し
ま

す
。

そ
の
他　

 　

応
募
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限

り
、
1
人
1
種
目
2
点
以
内
（
厳

守
）
と
す
る
。
ま
た
、
応
募
作
品
を

主
催
者
の
事
業
目
的
に
よ
り
複
写
転

載
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
本
人
は
異

議
申
立
及
び
求
償
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

〒
6
1
9
―

0
2
1
4　

in
fo

rm
ation

おしらせ

　
　
　
　

 

木
津
川
市
木
津
上
戸
18
―

1
（
京
都

府
山
城
広
域
振
興
局
木
津
地
域
総
務

防
災
課
内
）
木
津
川
を
美
し
く
す
る

会
本
部
事
務
局

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
72
・
0
0
5
1

　
　
　
　
　

FAX
0
7
7
4
・
72
・
8
5
3
1

に
じ
っ
こ
・
城
陽

日　

時　

8
月
7
日　

午
前
10
時
〜
正
午

　
　
　
　

9
月
11
日　

午
前
11
時
〜
正
午

　
　
　
　

※
い
ず
れ
も
土
曜
日

会　

場　

京
都
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー　

対
象
者　

・ 

0
歳
〜
就
学
前
の
聞
こ
え
づ
ら
さ

の
あ
る
お
子
さ
ん
と
そ
の
家
族

　
　
　
　

・ 

子
ど
も
の
聞
こ
え
に
不
安
を
感
じ

て
い
る
家
族

参
加
費　

無
料

申
込
方
法　

 

問
合
せ
先
ま
で
メ
ー
ル
ま
た
は
電

話
・
F
A
X
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

 

京
都
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

（
城
陽
市
寺
田
林
ノ
口
11
番
64
）　

担
当
：
若
狭

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
30
・
9
0
0
0

　
　
　
　
　

FAX�
0
7
7
4
・
55
・
7
7
0
8

　
　
　
　

�n
a
n
b
u
-n
a
n
c
h
o
y
o
ji@

kyoto-chogen.or.jp

京
都
府
立
農
業
大
学
校

令
和
４
年
度
学
生
募
集

　

京
都
府
立
農
業
大
学
校
は
、
豊
か
な
自
然
の

中
で
、
京
都
府
内
の
農
業
の
担
い
手
、
農
業
後

継
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
野
菜
や
お

茶
な
ど
の
生
産
技
術
を
学
び
、
府
内
で
農
業
に

従
事
し
た
い
意
欲
の
あ
る
学
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
京
都
府
立
農
業
大
学

校
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

願
書
受
付
期
間

　
推
薦
入
学
試
験

　
　

 

令
和
３
年
9
月
17
日
（
金
）
〜
30
日

（
木
）

　
一
般
入
学
試
験
（
前
期
）

　
　

 

令
和
３
年
11
月
29
日
（
月
）
〜
12
月
13
日

（
月
）

　
一
般
入
学
試
験
（
後
期
）

　
　

 

令
和
４
年
1
月
21
日
（
金
）
〜
２
月
2
日

（
水
）

問
合
せ　

京
都
府
立
農
業
大
学
校　

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
3
・
48
・
0
3
2
1

　
　
　
　
　

FAX
0
7
7
3
・
48
・
0
3
2
2
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相
談

  『
は
た
ら
く
』を
サ
ポ
ー
ト
す
る

出
張
相
談

　

京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
の
巡
回
相
談
員
に
よ
る

「
は
た
ら
く
」
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
出
張
相
談
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
働
く
た
め
の
第
一
歩
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日　

時　

8
月
18
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
後
2
時
〜
4
時

場　

所　

笠
置
町
産
業
振
興
会
館　

研
修
室

問
合
せ　

 

京
都
府
商
工
労
働
観
光
部
雇
用
推
進
室

　
　
　
　
　

☎
0
7
5
・
6
8
2
・
8
9
1
3

人
権
・
行
政
相
談（
笠
置
町
）

実
施
日　

8
月
17
日
（
火
）

時　

間　

午
後
1
時
〜
4
時

場　

所　

 

産
業
振
興
会
館
1
階
和
室

問
合
せ　

 

笠
置
町
税
住
民
課

　
　
　
　
　

☎
0
4
3
・
95
・
2
3
0
2

　
　
　
　

笠
置
町
総
務
財
政
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
1（
代
表
）

行
政
相
談（
和
束
町
）

実
施
日　

8
月
3
日
（
火
）

時　

間　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

場　

所　

 

和
束
町
役
場 

第
1
相
談
室

問
合
せ　

 

和
束
町
総
務
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
3
0
0
1（
直
通
）

人
権
相
談（
和
束
町
）

実
施
日　

8
月
27
日
（
金
）

時　

間　

午
後
1
時
30
分
〜
4
時

場　

所　

 

和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

 

和
束
町
人
権
啓
発
課

　
　
　
　
（
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
3
4
8
8

行
政
・
人
権
・
困
り
ご
と
相
談（
南
山
城
村
）

実
施
日　

8
月
20
日
（
金
）

時　

間　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

場　

所　

 

南
山
城
村
役
場　

会
議
室

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
財
政
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２（
直
通
）

無
料
法
律
相
談（
南
山
城
村
）

実
施
日　

8
月
20
日
（
金
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
〜
５
時

　
　
　
　
（
相
談
時
間
は
30
分
）

場　

所　

 

南
山
城
村
役
場　

会
議
室

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
財
政
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２（
直
通
）

　

※ 

無
料
法
律
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

事
前
予
約
は
8
月
19
日
（
木
）
午
後
５
時

ま
で
受
付
け
て
い
ま
す
。

健
康
相
談（
笠
置
町
）

実
施
日

場
　
所

8
月
17
日（
火
）

飛
鳥
路
区
集
会
所

8
月
18
日（
水
）

つ
む
ぎ
て
ら
す

8
月
27
日（
金
）

笠
置
会
館

時　

間　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

問
合
せ　

笠
置
町
保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
2（
代
表
）

健
康
相
談（
南
山
城
村
）

実
施
日

場
　
所

8
月
20
日（
金
）

童
仙
房
公
民
館

8
月
27
日（
金
）

⾼
尾
公
民
館

時　

間　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

問
合
せ　

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
93
・
0
2
9
4

※�

以
上
の
各
種
相
談
に
つ
い
て
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他

お
盆
期
間
に
お
け
る
循
環
バ
ス

運
行
の
お
知
ら
せ（
笠
置
町
）

　

8
月
13
日
（
金
）
〜
16
日
（
月
）
の
期
間
に

つ
い
て
は
、
土
日
祝
用
ダ
イ
ヤ
で
の
運
行
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
合
せ　

笠
置
町
商
工
観
光
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
1（
代
表
）

ひ
よ
こ
広
場（
南
山
城
村
）

開
催
曜
日　

月
曜
日
・
水
曜
日

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午

対　

象　

就
園
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

場　

所　

 

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

機
能
訓
練
室

リ
ト
ミ
ッ
ク
開
催
日　

8
月
4
日
（
水
）

問
合
せ　

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
93
・
0
2
9
4

南
山
城
村
図
書
室
の

臨
時
休
室
に
つ
い
て

　

南
山
城
村
図
書
室
で
は
図
書
シ
ス
テ
ム
の
更

新
作
業
お
よ
び
蔵
書
点
検
の
た
め
、
以
下
の
期

間
中
は
臨
時
休
室
い
た
し
ま
す
。
本
の
返
却
に

つ
き
ま
し
て
は
、
平
日
の
午
前
8
時
30
分
か
ら

informatio
nおしらせ
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2
0
1
9
年
国
民
生
活
基
礎
調
査
に
お
い

て
疾
患
別
に
み
た
通
院
者
率
が
最
も
多
い
疾

患
は
、
男
女
と
も
に
⾼
血
圧
症
で
し
た
。
⾼

血
圧
症
は
塩
分
の
摂
取
量
と
密
接
な
関
連
性

が
あ
り
、
食
事
療
法
で
は
ま
ず
減
塩
が
第
一

に
掲
げ
ら
れ
ま
す
。
⾼
血
圧
症
の
方
の
1
日

塩
分
摂
取
量
は
6
g
未
満
に
推
奨
さ
れ
て
い

ま
す
。
実
際
の
塩
分
6
g
と
は
ど
れ
く
ら
い

の
量
か
み
な
さ
ん
パ
ッ
と
頭
に
出
て
く
る
で

し
ょ
う
か
?
小
さ
じ
1
杯
の
塩
が
6
g
で
す

が
、
他
の
食
品
の
塩
分
量
の
目
安
と
し
て
薄

口
醤
油
15
ml
（
大
さ
じ
1
）
は
塩
分
2
・

8
g
、
梅
干
し
1
個
（
10
g
）
は
塩
分
2
g
、

塩
鮭
1
切
（
80
g
）
は
甘
口
で
2
・
1
g
・

辛
口
で
5
・
1
g
に
だ
い
た
い
相
当
し
ま
す

が
、
今
は
色
々
な
食
品
ブ
ラ
ン
ド
が
あ
り
そ

の
商
品
に
よ
っ
て
塩
分
量
も
変
わ
っ
て
き
ま

す
。
ぜ
ひ
一
度
普
段
自
分
が
食
べ
て
い
る
食

品
の
成
分
表
を
見
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

調
理
の
時
に
も
一
度
計
量
ス
プ
ー
ン
を
使

っ
て
実
際
ど
れ
く
ら
い
の
調
味
料
を
使
っ
て

い
る
か
み
て
み
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
大
体
で

よ
い
の
で
自
分
の
1
日
の
塩
分
摂
取
量
が
ど

れ
く
ら
い
に
な
る
か
計
算
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
日
本
人
の
食
塩
摂
取
量
は
平
均
1
日

10
・
1
g
（
2
0
2
0
年
国
民
健
康
・
栄
養

調
査　

男
性
11
g
、
女
性
9
・
3
g
）
と
言

わ
れ
て
お
り
、
厳
格
な
塩
分
制
限
を
し
て
い

な
い
限
り
6
g
未
満
の
推
奨
量
を
超
え
て
い

る
人
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

特
に
夏
場
は
汗
を
か
く
事
が
多
く
な
り
ま
す

が
、
汗
に
含
ま
れ
る
塩
分
濃
度
は
個
人
差
も

あ
り
、
ま
た
状
況
に
よ
っ
て
変
動
し
ま
す
。

⾼
温
環
境
下
で
の
作
業
や
運
動
時
な
ど
多
量

に
発
汗
す
る
場
合
は
汗
の
塩
分
濃
度
が
増
加

す
る
の
で
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
の
塩
分

や
ミ
ネ
ラ
ル
が
入
っ
た
水
分
の
補
給
が
必
要

で
す
が
、
そ
れ
ほ
ど
激
し
く
動
く
事
が
な
い

通
常
の
生
活
で
あ
れ
ば
水
や
麦
茶
な
ど
の
塩

分
を
含
ま
な
い
水
分
補
給
で
問
題
な
い
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

ち
ょ
っ
と
し
た
事
に
気
を
つ
け
な
が
ら
減

塩
習
慣
を
身
に
つ
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
⾼

血
圧
症
は
自
覚
症
状
が
あ
ま
り
な
い
人
も
多

く
、
あ
り
ふ
れ
た
病
気
と
思
わ
れ
軽
視
さ
れ

が
ち
で
す
が
、
心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
と
い
っ

た
脳
心
血
管
病
の
危
険
因
子
で
あ
り
、
適
切

に
管
理
し
て
大
き
な
病
気
の
予
防
に
つ
な
げ

ま
し
ょ
う
。

藤
川
医
院
（
木
津
川
市
）

藤
川
美
絵

　 　

　
会
師
医
楽
相

ス
イ
バ
ド
ア
康
健

そ
の
そ
の
7777  

高
血
圧
症
と
減
塩

高
血
圧
症
と
減
塩

午
後
5
時
15
分
ま
で
や
ま
な
み
ホ
ー
ル
内
の
返

却
ポ
ス
ト
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
ご
不
便

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

休
室
日　

8
月
23
日
（
月
）
〜 

31
日
（
火
）

問
合
せ　

教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
93
・
0
5
8
0

伊
賀
・
山
城
南
・
東
大
和
定
住
自
立
圏
事
業

救
急
・
健
康
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
24

�

0
1
2
0
・
4
1
9
9
・
２
２

　

心
と
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
24
時
間
体
制

で
お
応
え
し
ま
す
。
通
話
・
相
談
は
無
料
で
す
。

◇ 

ご
相
談
内
容
に
応
じ
て
ア
ド
バ
イ
ス
い
た
し

ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
お
名
前
と
年
齢

を
告
げ
て
く
だ
さ
い
。

◇ 

ど
こ
か
ら
で
も
笠
置
町
・
南
山
城
村
に
お
住

い
の
み
な
さ
ん
が
無
料
で
ご
相
談
で
き
ま
す
。

◇ 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

in
fo

rm
ation

おしらせ

受付時間 午前８時30分～午後０時30分

診療時間 午前９時～
症状によっては診察できない場合や京都山城総合医療セン
ターを紹介する場合があります。
受診前には電話でお問合せください。

９月の診療科目は次のとおりです。
（急に変更になる場合があります。）

月　　日 診療科目 月　　日 診療科目
９月５日（日） 内科・小児科 20日（月･祝） 内科･小児科

12日（日） 内科・小児科 23日（木･祝） 内科

19日（日） 内科 26日（日） 内科･小児科
※ ８月分については広報れんけい７月号をご覧ください。

問合せ　相楽休日応急診療所（相楽会館内）
　　　　　☎0774・73・9988（直通）

相楽休日応急診療所の診療体制
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informatio
nおしらせ

ペットボトルの出し方
ペットボトル

　出せるもの（一例）
　　ジュースのペットボトル・しょうゆのペットボトル
　出せないもの（一例）
　　 ソースや食用油の容器、塩化ビニールで作られた容器

等、ペットボトルマークのついていないものは、プラ
スチック製容器包装に出してください。

出す時の注意
◎ 出すときは袋などに入れずステーションに設置してある

ペットボトル専用袋に入れてください。
◎ PETのマークが付いているものを出してください。
◎ 中身を全部取り除き水洗いしてください。
◎ キャップとラベルは外してプラスチック製容器包装とし

て出してください。
◎ たばこの吸殻や灰を入れたペットボトルは出さないでく

ださい。
◎ 処理方法の関係上、ペットボトルはつぶさずに出してく

ださい。

ペットボトル収集日
　　笠 置 町　毎月　第1　火曜日の翌日
　　和 束 町　毎月　第2　火曜日
　　南山城村　毎月　第4　月曜日

ごみの出し方に関する問合せ
　笠 置 町 税 住 民 課　☎0743・95・2302（代表）
　和束町農村振興課　☎0774・78・3008（直通）
　南山城村建設環境課　☎0743・93・0106（直通）

　受入家庭のみなさん、こんにちは。
　今年度秋以降の農泊受入につきましては、みなさんのお声を参考に関係機関と協議、検討し、まだ再
開できる時期ではないと判断させていただきました。
　来年度以降に向かい、引き続き準備を整えていきたいと思っています。再開する時はみなさんのお力
をお借りすることになるかと思いますので、その時はどうぞよろしくお願いします。
　今年度後半はこんな時期だからこそできることを探し、万全の体制を整えていきたいと思っています。
受入家庭のみなさんとの交流やスキルアップを目指した勉強会の開催はもちろん、何か他にもできるこ
とがあればと考えています。みなさん、ぜひご意見をお聞かせください。

農村宿泊体験（農泊）８月号

京都やましろ体験交流協議会
〒619-1222 和束町白栖大狭間35（和束町活性化センター内）
☎ 0774・78・3396　担当：湊・鍵岡
E-mail：info@chagenkyo.com

袋などに入れずにペット
ボトル専用収集袋にその
まま入れてください。

「宇治茶の始まり」
　宇治で最初にお茶の栽培が始まったのは鎌倉時代です。栄西禅師が留学先の中国か
らお茶の種子を持ち帰り、京都栂尾高山寺の僧侶、明恵上人にお茶の種子を送りまし
た。お茶の種子は明恵上人によって栽培され、その後京都の周辺で茶園が開かれるよ
うになりました。中でも宇治周辺は、地形や寒暖差などがお茶の栽培に適していたこ
とからお茶の栽培が盛んになり、室町時代には足利義満によっていくつも指定茶園が
作られるなど、お茶の栽培が拡大されていくきっかけとなりました。

今月
の
お茶にまつわる豆知識
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急
速
な
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
行
等
に
よ
り
、
人
々
の
消
費
行
動
は
さ
ま
ざ
ま
な
転
換
点

を
迎
え
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
な
か
、
エ
シ
カ
ル
消
費
に
関
心
が
向
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

エ
シ
カ
ル
消
費
は
、
人
や
社
会
、
環
境
、
地
域
に
配
慮
し
た
も
の
を
選
ん
で
消
費
す
る
こ

と
で
す
。

　
今
回
は
、
福
寿
園
C
H
A
遊
学
パ
ー
ク
を
訪
れ
、
見
て
体
験
し
て
、
み
ん
な
で
お
茶
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

日　
時　
10
月
1
日
（
金
）

　
　
　
　
第
1
部（
午
前
10
時
～
正
午
）、　
　
　
　

　
　
　
　
第
2
部（
午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分
）

場　
所　
〒
6
1
9
―
0
2
2
3

　
　
　
　
木
津
川
市
相
楽
台
3
丁
目
1

　
　
　
　

 

福
寿
園
C
H
A
遊
学
パ
ー
ク（
駐
車
場
有
）

　
　
　
　
　
☎
0
7
7
4
・
73
・
1
2
0
0

　
　
　
　
※
現
地
集
合（
ノ
ー
ス
ゾ
ー
ン
受
付
）

募
集
定
員　
20
人（
第
1
部
10
人
、第
2
部
10
人
）

参
加
資
格　

 

木
津
川
市
及
び
相
楽
郡
に
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方

参
加
費　
1
0
0
0
円
／
人

内　
容　
・ 

講
座 

地
産
地
消
～
お
茶
の
魅

力
に
つ
い
て
～
（
20
分
）

　
　
　
　
・
館
内
見
学
と
石
臼
体
験（
90
分
）

　
　
　
　
　

 

参
加
者
に
は
セ
ン
タ
ー
設
立

10
周
年
記
念
グ
ッ
ズ
等
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

申
込
方
法　

 

F
A
X（
様
式
自
由
）で「
セ
ン
タ

ー
設
立
10
周
年
記
念
事
業（
第
一

弾
）に
参
加
希
望
」の
旨
と
氏
名・

住
所
・
電
話
番
号
、第
１
部（
午

前
）か
第
２
部（
午
後
）ど
ち
ら
へ

の
参
加
希
望
か
を
ご
記
入
く
だ

さ
い
。

申
込
受
付　
8
月
10
日（
火
）～
31
日（
火
）

　
　
　
　

 

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
、
申

し
込
ま
れ
た
方
全
員
に
参
加
の

可
否
を
連
絡
し
ま
す
。

申
込
み
先　

 

相
楽
郡
広
域
事
務
組
合
（
相
楽

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　

 

〒
6
1
9
―

0
2
1
4 

木
津
川

市
木
津
上
戸
15　
相
楽
会
館
内

　
　
　
　
　
FAX
0
7
7
4
・
72
・
0
4
7
0

問
合
せ　
相
楽
郡
広
域
事
務
組
合 

事
務
局

　
　
　
　
　
☎
0
7
7
4
・
72
・
0
4
2
1

相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
設
立
10
周
年
記
念
事
業
（
第
1
弾
）

「“
エ
シ
カ
ル
消
費
”で
く
ら
し
を
変
え
よ
う
！
」

消
費
生
活
の
相
談
や
苦
情
は
お
気
軽
に

相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話
又
は
来
所
）

�

☎
０
７
７
４
・
72
・
９
９
５
５（
ナ
ニ
？
キ
ュ
ー
キ
ュ
ー
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。 

�

※
「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
☎
１
８
８（
い
や
や
！
）番
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
日　

月
〜
金
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

相
談
時
間　

午
前
９
時
〜
正
午
・
午
後
１
時
〜
４
時

住　

所　
 

木
津
川
市
木
津
上
戸
15 

相
楽
会
館
１
階 

京
都
府
木
津
総
合
庁
舎
東
隣

　
　
　
　
（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅
東
口
か
ら
徒
歩
約
5
分
）

　
　
　
　

※
土
曜
・日
曜
・
祝
日（
年
末
年
始
を
除
く
）は

　
　
　
　
　

☎
0
7
5
・
2
5
7
・
9
0
0
2
（
電
話
の
み
）

町村別 種　類 タ イ ト ル 著 者 名

笠　　置

一般書
田舎のポルシェ 篠田　節子
あの夏、二人のルカ 誉田　哲也
数えないで生きる 岸見　一郎

児童書

ぼくのあいぼうはカモノハシ ミヒャエル・エングラー
こどもSDGs ★なぜSDGs
が必要なのかがわかる本

秋山　宏次郎
バウンド

牧野 富太郎【日本植物学の父】 清水　洋美

和　　束

一般書
最高のアフタヌーンティーの作り方 古内　一絵
星落ちて、なお 澤田 瞳子
おじさんはどう生きるか 松任谷 正隆

児童書
たべたのだーれだ？ たむら しげる
もりの100かいだてのいえ いわい としお
莉緒と古い鏡の魔法 香坂 理

南山城村

一般書
人生がキラめく靴選び 森 千秋
連作でよく育つ野菜づくり 木嶋 利男
臨床の砦 夏川 草介

児童書

牧野富太郎ものがたり
草木とみた夢 谷本 雄治
SDGs なぜなにクイズ図鑑 笹谷 秀光
文明の迷路 香川 元太郎

☆３町村のどなたでも借りられます。最寄の図書室でリクエストしてください。

★�Pick�UP�★
「数えないで生きる」

岸見　一郎・著

　危機が過ぎ去るまであと何日か。
ノルマは達成したか。あと何日生
きられるか。人生を数えてみても
自分の思う通りにはならない。哲
学者が考えを深めた末に辿り着い
た「日々を価値あるもの」にする
ためにできることを綴る。

図書室の連絡先
　笠置町図書室 ☎0743・95・2726
　和束町体験交流センター図書室 ☎0774・78・4013
　南山城村図書室 ☎0743・93・0522

読書感想文全国コンクール課題図書について
　各図書室にて読書感想文全国コンクールの課題図書の貸出をしています。お近くの図書室にお探しの本がない場合は、カ
ウンターでリクエストしてください。

和束町体験交流センター
図書室より

南山城村図書室より

☆『おはなしのじかん』の
　ご案内

日　時　８月22日（日）
　　　　午前10時30分～
場　所　和束町体験交流センター

　　　　　１階会議室

☆『夏休みおはなし会』のご案内
日　時　８月７日（土）午後２時～３時　　　場　所　南山城村図書室
おはなしや紙しばいを用意して待っています。
※人数制限があるため、参加希望の方は図書室までご連絡ください。

●臨時休室のお知らせ（詳細は12ページをご覧ください）
　システム更新に伴い、下記の期間は休室します。返却ポストは利用できます。

休室期間　８月23日（月）～31日（火）
ご不便をおかけしますが、ご協力よろしくお願いいたします。
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第
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編
集
・
発
行
　
相
楽
東
部
広
域
連
合

〒
619-1205 京

都
府

相
楽

郡
和

束
町

大
字

中
小

字
平

田
23番

地
の

1
☎

0
7

74・
7

8・
0

12
0

　
FAX

0
7

74・
7

8・
0

12
1

ベストショットまち＊むら 笠置町

　６月15日（火）に全校で「プール
掃除」を行いました。
　落ち葉や砂などが入っていたり、こ
けがついていたり、汚れていたプール
でしたが、どの学年もそれぞれの担当
場所の掃除に一生懸命取り組み、みん
なが気持ちよく入れるプールになりま
した。
　全校で頑張って掃除をした後は、き
れいになったプールで、お楽しみの水
遊びをしました。

笠置小学校
 「プール掃除」

まち・
� むら

笠置町

　笠置大橋の南詰、木津川南岸か
ら布目川沿に歩き、江戸時代、剣
豪の里として栄えた柳生に立ち寄
り、笠置山を経由する自然と歴史
が満喫できる約11キロの健脚コ
ース。
　道中、木津川と鉄道の間をすり
抜けるようなコースで、鉄道の写
真スポットとしても有名です。
　木津川沿いの雄大な景色や布目
川のせせらぎ等、緑溢れる癒しを
感じられるハイキングコースです。

銀の帯ハイキングコース

人口・世帯数
（令和３年７月１日現在）3町村人口

和 束 町

〒619-1295 京都府相楽郡
和束町大字釜塚小字生水14番地の2

☎0774・78・3001
FAX0774・78・2799

https://www.town.wazuka.lg.jp/

南 山 城 村

〒619-1411 京都府相楽郡
南山城村大字北大河原小字久保14番地1

☎0743・93・0101
FAX0743・93・3030

http://www.vill.minamiyamashiro.lg.jp/

笠 置 町

〒619-1303 京都府相楽郡
笠置町大字笠置小字西通90番地の1

☎0743・95・2301
FAX0743・95・2961

https://www.town.kasagi.lg.jp/

人　口� 3,728人　
世帯数� 1,700世帯

（減8）
（減2）

人　口� 1,218人　
世帯数� � �624世帯

（減2）
（増1）

人　口� 2,578人　
世帯数� 1,214世帯

（減8）
（減1）

運行日：月・水・金・土
（祝日運行・12月29日～1月3日は運休）

運　賃：最大300円

◦月ヶ瀬口駅発
　8：15 / 10：15 / 13：15 / 15：40
◦加茂駅発
　9：15 / 11：15 / 14：15 / 16：40

【運行状況や忘れ物に関すること】
株式会社キタモリ
☎0595・38・1524

【その他の問合せ】
南山城村総務財政課
☎0743・93・0102

運行状況確認
QRコード

加茂方面のお出かけに。【相楽東部広域バス】好評運行中!


